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◆ 「足底感覚評価装置」の操作用アプリケーションの説明書です

1、概略

１）刺激と感応

２）基本動作

４）一定速度モードとランダム時間モード

通常モード： 刺激パターンでプログラムした時間で行う

ランダムモード： 最低時間設定が設定時間の％で設定できる  

画面のサンプル（抜粋）

■メイン画面■
■ステップデータ編集画面■

■パターンデータ選択画面■ ■SystemOption画面■ ■About画面■

足裏への刺激動作は任意にプログラムされた速度と、距離により行われます
刺激動作（往路）、刺激後の待ち時間、始動位置までの戻り動作、戻り後の次の刺激動作までの
待ち時間の組み合わせが１つのステップとなり、任意の回数繰り返し刺激を行います
この戻り後の待ち時間を、通常モード又はランダムモードで行える

練習モードと診断モードがあります、初期状態は診断モードになります
練習モード： 測定結果を記録しない
診断モード： 測定結果を記録する

刺激は、任意に速度と移動量をプログラムした刺激部の往復運動により行われます
現装置での速度制限は、０．１～10．０ｍｍ／ｓｅｃ
移動量の制限は１μｍ～１８００μｍです
感応の判断は、スイッチの押下により回数とタイミングを記録します

例えば終了待機時間が6.0秒で60％とすると最低時間が3.6秒で、3.6秒～6.0秒
の間でランダムな時間となりなります
設定した60％の残り40％の時間の範囲でランダムとなります



２、操作の手順

１）プログラム起動前に、足底感覚評価装置の電源を投入してください

２）プログラムを起動

デスクトップにあるショートカットアイコンをクロックして起動して下さい

※アイコンの作成はセットアップ時の「セットアップ手順」を参照して下さい

【起動画面】

装置との接続に問題が無ければ上記の起動画面が表示されます
装置が初期化状態になければ測定を開始する前に「原点復帰」を実施して装置を初期化します

→

※装置の準備が完了していれば「開始」ボタンが有効になります

測定時の操作は下記の順で行います

刺激パターンの選択 → 個人情報入力 → 測定箇所の選択 → モードを選択 → 測定開始

測定終了 → データ保存 → 印刷

アプリケーションの終了は「終了」ボタンかメニューバー「File」-「Exit」で終了して下さい

電源断でプログラム起動時には必ず原点復帰動作を行ってください（画面下部の原点復帰ボタン
をクリック）原点復帰動作完了で、開始ボタンが有効になります。
本体電源を切らなくてプログラムを再起動した折は、原点復帰は必要なく、すぐ開始ボタンが
有効になります。

1.最初にパソコン（タブレット）の電源を投入して下さい。
2.装置とパソコン（タブレット）をUSBケーブルで接続して下さい。
　（※この時に仮想COMの認識が行われる）
3.装置の電源を投入して下さい。パワーオンリセットを確実に動作をさせるため、２回電源スイッチ
　をON-OFF　して下さい。

※長期間アプリケーションを操作しない場合は一旦アプリケーションを終了して下さい。
	（スリープモード等になると仮想COMの接続が切れ動作しなくなる可能性が有ります）



＜＜ 正常に起動が出来ない場合 ＞＞

下記のエラーメッセージ等が表示した場合は、正常な動作が出来ません

原因が見つかり対処が出来れば、一旦プログラムを終了して再度起動して下さい

３）メニューバー

File-「Exit」 Edit-「パターンデータ編集」

本プログラムの終了 パターンデータの選択・編集・作成

View-「結果の表示」

検査結果（ＣＳＶファイル）一覧を表示 Option-「SystemOption」

プログラムの各種設定

Option-「About」

プログラムについて

・装置との接続（応答）が確認できません

　装置の電源を確認して下さい
　電源が入っている場合は一旦電源を切って少し時間をおいてから再度
　電源を入れて確認して下さい

・装置との接続に失敗しました

　何らかの理由で装置との接続ができません
　問題が解決しない場合はメーカーに連絡して下さい

・装置との通信ポートに異常がありました
　
　装置とのUSBケーブルが接続されいるか確認して下さい
　COM番号が正しいかを確認し、正しいCOM番号を設定して下さい



４）パターン選択・グループ選択

パターン選択

手動選択 Editメニュー　⇒　パターンデータ編集　で表示された刺激パターンリスト
の中から、任意のプログラムを選択して刺激実行。

グループ選択

速度一定

５）測定データの表示

経過時間： ステップ１開始からの経過時間表示。

管理番号： 一回の診断動作で自動的にインクリメントされます。

記録時刻： 検査結果の記録された時刻。結果記録ファイルに書き込まれます。

個人情報入力： 被験者の情報を入力

診断モードでは「被験者№」は必須です

※測定データの識別用に利用します

測定箇所選択： 測定箇所を指定します

測定足（左足/右足）をチェックで選択

測定場所（①～⑨）をチェックで選択

足底の絵にある番号を直接クリックでも

希望の測定箇所を選択できます

※「連続認知=N」は終了条件が連続検知

を設定されている場合に表示します

練習モードでの結果から、診断モードプログラムを選択するときに、プログラム内容が
速度一定で、移動量を変化させたグループから選択される。



ステップ： ステップ№

確認ボタン： スイッチ有効期間に押下されたとき、塗りつぶされます。

押下回数： 各ステップ中に押下された、有効および無効のスイッチ押下回数。

ステータス： 動作状況。

刺激動作設定値：選択されている刺激パターンデータの内容表示（ここでは編集は出来ません）

練習モードと診断モードの切り替え

測定時にモードを切り替えれます

※ 練習モードは「個人情報入力」が無くても「測定箇所の選択」のみで測定が出来ます

６）システム設定

メニューバーの「Option」-「SystemOption」を選択

「SystemOption」

・記録フォルダー設定

・通信設定

・動作制御

各ステップの刺激状況と、感応スイッチ状態のグラフ表示

全ステップの刺激状況と、感応スイッチ状態のグラフ表示



記録フォルダー設定

測定結果記録フォルダ

本装置で測定した足底感覚データの結果を保存するフォルダを選択ボタンで指定し登録します

刺激パターン記録フォルダ

本装置の動作パターンを記録するフォルダを選択ボタンで指定し登録します

印刷用コメント

測定結果の用紙の指定位置に印刷するコメントを登録します

サンプル

通信設定

本装置との接続する通信ポートを設定します、「通信ポート選択」ボタンで変更出来ます

選択画面では「∨」リスト表示して該当のCOMを選択して下さい

本装置のCOMは「USB Serial Port （COM？）」と名称表示されます

但し、他にも同じ名称のCOMがある場合がありますその場合は下記手順で確認して下さい

　

リスト表示



＜＜「USB Serial Port （COM？）」が複数ある場合 ＞＞

① 複数あるCOMの番号を控える

② 一旦「Cancel」で戻る

③ 本装置のUSBを抜く

④ 再度「通信ポート選択」でリストを表示する

⑤ この時にリストから消えているCOM番号が本装置のCOM番号です

⑥ 一旦「Cancel」して戻って、本装置のUSBを差してから選択して下さい

注意）COM番号はパソコン側のUSBコネクタ接続口を変えるなどで変わる場合があります

通信エラー等で接続が出来なくなった場合はCOM番号を再確認して下さい

★COM番号を変更した場合は、アプリケーションを一旦終了し再起動して下さい

動作制御

スタート待ち時間

音声による検査開始通知から、刺激プログラム開始までの待機

時間です。単位は秒で選択は数値右のＶマークをクリックして

表示された値から選択してください。

終了待機時間ランダムモード

通常モードか、ランダムモードかの選択を行います。

右端のＶマークをクリックして選択してください。

終了待機時間ランダムモード最低時間％

　　ランダム値は、刺激パターン編集画面で設定された［終了待機］時間の値を１００％

　　として、下限の％を設定します。

　　待機時間のランダム範囲は、

たとえば、刺激プログラムで設定された終了待機時間＝３．５秒

ランダム値の下限範囲＝５０％の場合、実行される終了待機時間は

　（３．５秒×０．５＝１．７５秒）～３．５秒の範囲の値になります。



CSV出力ファイルモード

出力ファイルモードは、専用（先生指定）にデフォルト設定されています。

CSV出力ファイルの内容（標準／詳細／専用）を選択出来ます。

「標準」を選択すると画面に表示するデータと同等の内容が出力されます。

「詳細」を選択すると上記データに加えて動作設定、ステップ設定等も同時に出力されます

「専用」はユーザー側でのフォーマットに合わせて出力されます。

７）結果の表示

「測定結果記録フォルダ」を開き、目的の測定結果データファイル（CSV）を選択します

「開く」でファイルに関連付けされてアプリケーションで開きます

EXCELが指定されていてEXCELが入っている場合は、EXCELでファイルが開かれます

※直接ファイルを右クリックしてプログラム
　を指定して開くこともできます



８）パターンデータ編集

【ステップリスト画面】

測定実行： 測定データにセット

編集： 編集画面に移行

新規作成： 編集画面に移行

キャンセル： 戻ります

【編集画面】



パターンNo.： 記録番号です、ステップリスト画面の「No.」になります

新規は自動的に№が付加されます

パターン名称： 刺激データの区分用名称です、ステップリスト画面の「パターン名称」になります

任意に入力してください

実行ステップ数： ２０ステップ固定です

負荷設定モード： 時間自動計算は、移動位置と速度から移動時間を自動的に計算します

距離自動計算は、速度と移動時間から、移動位置を自動計算なします

速度自動計算は、移動位置と時間から速度を自動計算します

一括変更チェック： 各入力項目の上に「☐一括変更」チェックが有ります

チェックを入れると、その項目の有るステップのデータを変更すると全ステップに

同じデータが入力されます

変更されるタイミングは、カーソルが入力項目から、他の項目またはステップに

移動したときです。

往路速度： 原点位置から移動位置までの移動速度（単位ｍｍ／ｓｅｃ）

入力範囲は０．１ｍｍ／ｓｅｃ～５ｍｍ／ｓｅｃ

往路位置： 原点位置を０とした時の、往方向移動位置（単位μｍ）

モーターの規格上、1μｍ単位の精度になります。

往路時間： 原点から往路位置までの移動時間（単位ｍｓｅｃ）。

往路待機： 往路移動終了から復路移動開始までの待機時間（単位ｓｅｃ）。

復路速度： 往路位置から原点位置までの移動速度（単位ｍｍ／ｓｅｃ）

入力範囲は０．１ｍｍ／ｓｅｃ～１００ｍｍ／ｓｅｃ

復路位置： 現状では原点位置の０固定。

ソフト原点採用時には任意の値設定可能。

現状では未対応。

復路時間： 往路位置から原点までの移動時間（単位ｍｓｅｃ）。

終了待機： 復路移動終了から次回ステップ開始までの待機時間（単位ｓｅｃ）。



原点モード

現在未対応

スイッチ有効期間

感応スイッチ受付有効期間の設定

受付開始： 感応スイッチ受付開始時点を選択

遅れ時間： 受付開始時点から実際の受付までの遅延時間

終了条件： 受付終了条件を選択

受付時間： 終了条件が「有効時間経過」の時の有効時間

ステップ終了条件

現在未対応

テスト終了条件

全ステップ終了： 全ステップ終了で検査終了。

連続認知スイッチ： 連続受付回数に設定されたステップ回数

が連続で感応スイッチが押下された時に

その時点で検査終了

上書き登録： 既存のプログラム編集時に、同じプログラムに上書きして記録します

新規登録： ステップリスト画面から新規作成で編集を行った場合は、必ず新規登録になります

既存のプログラムを編集した場合に、新規登録で終了すると、元のデータはそのまま

残り、編集されたデータはリストの最後に追加登録されます

キャンセル： 何もせずに戻ります

＜＜ 設定スピードとMAX の刺激幅 ＞＞　設定時の注意事項

上記設定範囲を遺脱しますと、タイムオーバーして警報画面が出ます

０．１～０．９ｍｍ/s

１．０～５．０ｍｍ/ｓ

MAX １０００μmm

MAX １８００μｍｍ

設定速度 最大設定　刺激幅



誤動作で下記のようなエラーメッセージが出た場合は「終了」ボタンでメッセージを消去して

アプロケーションを一旦「終了」して、本体装置の電源も切って下さい

少し時間をおいて、通常の起動手順に従って起動して下さい


